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『文藝言語研究』第 73 巻をお届けします。
今回の紀要刊行に当たっても、論文執筆、査読、編集などさまざまの面で、
専攻内の多くの先生方のご協力をいただきました。ありがとうございました。
この場を借りて御礼申し上げます。
近年、言葉が軽く扱われ、その信頼性が揺らいでいると感じることが多く
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表の場という大切な役割は変わることなく受け継がれていくよう心から願っ
ています。
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